
２

今
村
さ
ん
の
学
級
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
日
本
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
調
べ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。
今
村
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
﹁
打
ち
上
げ
花
火
の
伝
統
﹂
に
つ
い
て
分ぶ
ん

担た
ん

し
て
調
べ
、

次
の
︻
下
書
き
の
一
部
︼
を
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
︻
編
集
会
議
︼
を
開
い
た
と
き
に
出
さ
れ
た

意
見
を
も
と
に
書
き
直
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
は
、
一い
ち

枚ま
い

の
紙
を
折
り
た
た
ん
だ
も
の
な
ど
に
、
文
章
と
絵
や
写
真
、
図
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
を

使
っ
て
伝
え
た
い
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
で
す
。

打ち上げ花火は，いつから人々の

目を楽しませてきたのでしょうか。

また，花火師たちはどのような種

類の打ち上げ花火を作り出してきた

のでしょうか。

そして，打ち上げ花火の伝統を

守るために花火師たちはどのよう

な苦労をしているのでしょうか。

打ち上げ花火の伝統

６年１組 ・今村 ・西村

・町田 ・山下

【リーフレットの表紙】
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打ち上げ花火の歴史や種類，

花火師さんたちの苦労を知る

ことで，夜空にかがやく打ち上げ

花火が，今以上に美しく見える

にちがいありません。打ち上げ花

火のことを調

べて，日本の伝

統のわざと心

にふれること

ができました。

Ｂ

」

小野さんは，「

と話していました。花火の打ち

上げのうらには，花火師さんの

いろいろな苦労がある

ことを初めて知りま

した。

ア いろいろな苦労をこえて 打ち上げ花火は，およそ400年

もの歴史をもった，日本のすば

らしい伝統といえます。

Ｃ

小野さんは，「現在，花火の

色として，水色やピンク色など

の中間色も使ったカラフルな花

火を作っています。また，音楽

に合わせて花火を打ち上げるな

どの新しいちょう戦も

しています。」と話し

ていました。

イ つくり出す伝統

３ページ
４ページ

■為 あとがき

■３ 花火師の小野さんの声 ■４ まとめ
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[1613（慶
けい

長
ちょう

18）年］

中国人が打ち上げた花火を，

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が見物した。

[1733（享
きょう

保
ほう

18）年］

東京の隅
すみ

田
だ

川
がわ

で，花火が打ち

上げられた。

Ａ

[1879（明治12）年ごろ］

海外から塩素酸カリウムなど

が輸入されるようになった。

[1910（明治43）年］

事故防止のため，花火の製造

と打ち上げに，めん許や許可を

必要とする法りつができた。

打ち上げ花火は，「昼花火」と

「夜花火」に分けられる。

「昼花火」は，行事などの開始

の合図として打ち上げられる，

「音物」が多い。

「夜花火」は，大きく「わり物」，

「ポカ物」に分けられる。

「わり物」は代表的な打ち上げ

花火で，破れつした時に星が球状

に飛び散るものである。

「わり物」の中には，「キク物」

や「ボタン物」などがある。

現在における打ち上げ花火の

特ちょうとして，「型物」の開発

が進んでいることが挙げられる。

「型物」とは，あるものの形になっ

て星が飛び散るもので，最近では，

土星や人の顔の形などになるよう

にくふうされている。

←［キク物］

星がきくの花のよ

うに，おを引いて広

がるもの。

←［ボタン物］

星がぼたんの花の

ように，おを引かな

いもの。

１ページ
２ページ

【下書きの一部】※一人一人が分担して書いた内容を一枚に構成したもの

※ここから読み始めましょう。

■１ 打ち上げ花火の歴史 ■２ 打ち上げ花火の種類



一

今
村
さ
ん
た
ち
は
、﹁

■１

打
ち
上
げ
花
火
の
歴
史
﹂
の

Ａ

の
内
容
に
つ
い
て
、︻
編
集
会
議
で
の

山
下
さ
ん
の
意
見
︼
を
受
け
て
書
き
直
し
ま
し
た
。
︻
書
き
直
し
た
部
分
︼
の

の
中
に
入
る

ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
、︻
ず
か
ん
の
一
部
︼
の
中
の
言
葉
を
使
い
、
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【編集会議での山下さんの意見】

【ずかんの一部】

開国後，花火師たちはさまざまな色や明る

さの打ち上げ花火を作ることができるようにな

りました。これは，1879（明治12）年ごろ，

海外から塩素酸カリウムなどが輸入されるよ

うになったからです。

∼（内容が続く）∼

[1879（明治12）年ごろ］

海外から塩素酸カリウムなどが輸入される

ようになったことにより，

【書き直した部分】

「塩素酸カリウムなどの輸入」のことだけ

では，見出しの「■１ 打ち上げ花火の歴史」と

の関係がよく分からないな。塩素酸カリウ

ムなどが輸入されたことによって，どのよう

な打ち上げ花火を作ることができるように

なったのかを書き加えたほうがいいね。
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二

今
村
さ
ん
た
ち
は
、
﹁

■３

花
火
師
の
小
野
さ
ん
の
声
﹂
の
﹁

ア

い
ろ
い
ろ
な
苦
労
を
こ
え
て

﹂
の

Ｂ

に
つ
い
て
、
︻
編
集
会
議
で
の
西
村
さ
ん
の
意
見
︼
を
受
け
、
そ
こ
に
書
く
内
容
を
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
︻
ず
か
ん
の
一
部
︼
の
内
容
を
引
用
し
て
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
引
用
す
る
二
つ
の
文
を
探さ
が

し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
は
じ
め
の
五
文
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
﹁

，
﹂
も
字
数
に
ふ
く
み
ま
す
。

【編集会議での西村さんの意見】

【ずかんの一部】

〜花火師の小野さんの声〜

みなさんは，花火師が花火を打ち上

げるまでにどのような苦労があるか

知っていますか。わたしは，花火師の

わざを身に付けるために，約10年もの期

間をかけて修
しゅ

行
ぎょう

をし，一人前になるこ

とができました。そのわざを生かし，安

全に花火を打ち上げるために，毎回，

準備から後
あと

片
かた

付
づ

けまで，いっときも

気をぬくことなく取り組んできました。

多くのみなさんに喜んでもらうために，

わたしたち花火師はさまざまなわざを

みがき，細かな心がけをしていることを

ぜひ知っておいてほしいと思います。

∼（内容が続く）∼

見出しの「ア いろいろな苦労をこ

えて」に合わせて，【ずかんの一部】の

中から，小野さんの苦労が具体的に書

かれている文を引用したほうがいいと

思うわ。
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三

今
村
さ
ん
た
ち
は
、﹁

■４

ま
と
め
﹂
の

Ｃ

に
つ
い
て
、︻
編
集
会
議
で
の
町
田
さ
ん
と
山
下
さ
ん

の
意
見
︼
を
受
け
、
書
き
出
し
の
文
に
続
く
内
容
を
考
え
ま
し
た
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

80字

100字

◆

※上の原
げん

稿
こう

用紙は下書き用なので，使っても使わなくてもかまいません。

解答は，解答用紙に書きましょう。

※◆の印から書きましょう。とちゅうで行を変えないで，続けて書きま

しょう。

打ち上げ花火は，およそ4 0 0年もの歴史を

もった，日本のすばらしい伝統といえます。

【編集会議での町田さんと山下さんの意見】

町田さん

「■４ まとめ」には，題名「打ち上げ花火の伝

統」に合う内容を書いたほうがいいと思うわ。書き

出しの文（「打ち上げ花火は，…伝統といえます。」）

は，「歴史」に注目し，「■１ 打ち上げ花火の歴史」の

内容をまとめているわね。

山下さん

それに続く内容は，「現在」の打ち上げ花火に注

目し，「■２ 打ち上げ花火の種類」と「■３ 花火師の小

野さんの声」の「イ つくり出す伝統 」の中に書か

れている，現在における打ち上げ花火の形や色，打

ち上げるときのくふうを取り上げて書いたほうがい

いね。そして，最後に考えたことをまとめて書いた

らどうかな。
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〈
条
件
﹀

○

【
編
集
会
議
で
の
町
田
さ
ん
と
山
下
さ
ん
の
意
見
︼
を
受
け
︑
︻
下
書
き
の
一
部
︼
の
﹁

■２

打
ち
上
げ

花
火
の
種
類
﹂
と
﹁

■３

花
火
師
の
小
野
さ
ん
の
声
﹂
の
﹁

イ

つ
く
り
出
す
伝
統

﹂
の
両
方
か
ら
内

容
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
︒

○

取
り
上
げ
た
内
容
に
つ
い
て
︑
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
︒

○

書
き
出
し
の
文
に
続
け
て
︑
八
十
字
以
上
︑
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
︒
な
お
︑
書
き
出
し

の
文
は
︑
字
数
に
は
ふ
く
み
ま
せ
ん
︒
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